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常
置
委
員
会
報
告
　（
12
月
９
日
）

＊
八
王
子
幼
稚
園
園
舎
・
八
王
子
復

活
教
会
牧
師
館
建
替
契
約
の
件
で
関

係
者
ら
と
面
談
、
協
議
（
契
約
計
画

書
で
推
進
方
を
承
認
）。

＊
教
区
会
そ
の
他
の
主
教
報
告
（
開

会
演
説
の
一
部
開
示
に
関
連
し
て
取

扱
い
方
な
ど
意
見
交
換
を
含
む
）。

＊
09
年
度
の
新
教
会
委
員
合
同
礼

拝
、教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム
、代
祷
表
、

主
教
巡
回
日
調
整
、
被
献
日
前
光
の

礼
拝
、
受
苦
日
礼
拝
等
に
つ
い
て
の

主
教
チ
ャ
プ
レ
ン
報
告
。

＊
教
務
主
事
報
告
（
浅
草
日
曜
給
食

活
動
の
現
況
報
告
他
）、財
務
主
事
報

告
（
11
月
末
の
財
務
諸
表
・
諸
委
員

会
予
算
実
績
表
の
説
明
）、宣
教
主
事

報
告
（
管
区
・
教
区
関
連
委
員
会
の

現
況
説
明
）
な
ど
を
承
認
。

＊
教
区
会
決
議
関
連
事
項
の
推
進
方

に
つ
き
協
議
。
　

＊
そ
の
他
。
　

　
　
　

　
▽
台
東
九
条
の
会
《
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
》
　
ギ
タ
ー
の

夕
べ
（
村
治
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
）
　
１
月
17
日
（
土
）
19
時
、
浅

草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
、
入
場
無
料
。
照

会
℡
03
（
５
８
１
５
）
８
５
８
６
。

　
▽
五
本
木
九
条
の
会
《
憲
法
を
学

ぶ
・
講
演
会
》
　「
今
日
、
私
（
77
歳
）

が
お
話
し
た
い
こ
と
」
＝
講
師
・
宮

崎
礼
子
（
日
本
女
子
大
学
名
誉
教

授
）
。
１
月
28
日
（
水
）
18
時
半
、
聖

パ
ウ
ロ
教
会
、
入
場
無
料
。
照
会
℡

０
９
０
（
８
０
４
４
）
８
５
２
４
。

　
▽
１
月
銀
座
朝
祷
会
（
第
２
・
第

４
火
曜
）
　
・
13
日
＝
長
谷
川
正
昭

司
祭 

・
27
日
＝
鈴
木
雅
雄
牧
師
（
日

本
ル
ー
テ
ル
告
白
教
会
）
　
照
会
℡

０
４
２
（
７
９
６
）
１
４
９
８

　
▽
１
月
西
新
の
会
・
井
草（
第
２
・

第
４
火
曜
）
　
・
13
日
19
時
半
＝
聖

餐
式
（
高
橋
顕
司
祭
）
　
・
27
日
10

時
半
＝
聖
書
の
学
び
（
関
正
勝
司

祭
）
　
照
会
℡
＝
03
（
３
９
５
１
）

５
０
１
０
・
目
白
聖
公
会
宛
に

　
▽
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂
定
例

《
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
＆
夕
の
祈

り
》
　
１
月
７
日
（
水
）
18
時
半
、

19
時
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
。
演
奏
者
＝
之

瀬
麻
由
美
。
入
場
無
料
。

　
▽
１
月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
　
＊
聖
パ
ウ
ロ
＝
９

日
（
金
）
12
時
20
分
、
藤
森
い
づ
み

　
＊
聖
テ
モ
テ
＝
20
日
（
火
）
12
時

30
分
、
荻
野
由
美
子
　
＊
神
田
キ
リ

ス
ト
＝
21
日
（
水
）
12
時
20
分
、
川

越
聡
子
　
＊
各
30
分
程
度
・
毎
月
１

回
・
入
場
無
料
。
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
95

他
教
区
の
教
会
と
の
協
働

　
　
～
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
で
は
～

　
当
教
会
で
は
、
５
年
程
前
か
ら

他
教
区
の
教
会
と
友
好
（
姉
妹
）
関

係
を
結
ぶ
可
能
性
を
探
っ
て
き
ま

し
た
。
他
教
区
の
、
信
徒
数
が
少
な

く
、
定
住
牧
師
が
不
在
の
よ
う
な

教
会
と
共
に
歩
む
こ
と
か
ら
、
互

い
の
教
会
の
創
造
性
が
育
ま
れ
る

こ
と
を
願
っ
た
か
ら
で
す
。
一
昨

年
、
東
北
教
区
主
教
に
そ
の
意
向

を
お
伝
え
し
、
そ
の
結
果
、
大
館
聖

パ
ウ
ロ
教
会
と
の
友
好
関
係
が
結

ば
れ
ま
し
た
。

　
翌
年
（
去
年
）
の
信
徒
懇
談
会

で
、「
ど
の
様
な
交
流
が
相
応
し
い

か
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
、
大
館

の
教
会
か
ら
も
早
速
信
徒
の
代
表
が

当
教
会
を
訪
ね
て
下
さ
り
、
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
、「
互
い
に
無
理
の
な
い

交
流
」
か
ら
始
め
る
こ
と
を
確
認

し
、
ま
ず
は
毎
日
曜
の
礼
拝
の
代
祷

で
互
い
の
教
会
を
覚
え
る
こ
と
と
教

会
報
の
交
換
か
ら
交
流
が
始
ま
り
ま

し
た
。
当
教
会
で
は
、「
大
館
の
教
会

の
た
め
の
祈
り
」
が
毎
週
代
祷
の
始

め
に
捧
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
大
館
の
教
会
で
は
、
主
日

の
司
祭
不
在
の
礼
拝
で
、
当
教
会
の

山
口
牧
師
（
当
時
）
の
説
教
集
か
ら

そ
の
主
日
の
箇
所
が
朗
読
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
、
当
教
会
か
ら
３
名
の
信
徒

が
１
泊
で
大
館
を
訪
問
し
主
日
礼
拝

に
連
な
り
、
日
曜
学
校
同
士
の
交

流
、
バ
ザ
ー
へ
の
協
力
、
相
互
訪
問

な
ど
が
具
体
的
な
形
を
取
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
夏
に
は
、
十

和
田
湖
で
開
催
さ
れ
た
東
北
教
区
の

集
い
に
当
教
会
信
徒
が
参
加
し
ま
し

た
。
昨
年
の
11
月
の
創
立
記
念
礼
拝

に
は
大
館
か
ら
５
名
の
信
徒
を
一
泊

で
お
迎
え
し
、
聖
書
朗
読
や
聖
歌
伴

奏
な
ど
の
役
割
を
分
担
し
て
い
た
だ

き
、
ま
た
こ
の
日
の
た
め
に
両
教
会

の
日
曜
学
校
が
作
製
し
た
絵
が
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
風
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て

教
会
の
窓
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
青
年
達
は
ケ
ー
キ
販
売
な
ど
を

通
し
て
旅
費
の
資
金
を
貯
め
、
こ
の

夏
、
４
人
の
青
年
が
大
館
を
訪
れ
、

暖
か
い
も
て
な
し
に
感
動
し
、
青
年

同
士
の
交
流
も
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
共
に
祈
り
合
う
こ
と
を

基
盤
に
、
こ
の
与
え
ら
れ
た
交
流
の

豊
か
な
機
会
を
育
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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功


